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今回は、杉山神社特集です。

末長には、徳川時代からの江戸見桜

っていうのがあるんですよ。それは

江戸が見える…。前の山の方ですが、

熊野神社があったの。明治年間に杉

山社に合祀した、その神社があった
おくまんさま

から熊野森って言つたんですよ、そ

の山を。
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平
井
岩
男

一
村

一
社
令
に
よ
る
合
祀

末
長
の
杉
山
神
社
は
明
治
五
年
の

一
村

一
社
令
に
よ
り
ヽ
旧
杉
山
社
の

に
神
明
社

・
大
六
天
社

・
熊
野
社

合
祀
さ
れ
た
。
現
在
、
川
崎
の
杉

山
社
は
、
末
長
と
西
生
田
と
小
倉
の

三
社
だ
け
で
あ
る
。

久
本
に
は
、
旧
岡
家
の
先
、
馬
坂

兎
坂
に
囲
ま
れ
た
台
地
上
に
祀
ら

た
上
の
杉
山
社

（久
本

一
の
十
）

台
寺
裏
山
に
祀
ら
れ
た
下
の
杉

社

（久
本
二
の
十
二
）
の
二
つ
が

あ

っ
た
。
こ
れ
も
、
明
治
六
年
現
久

神
社
裏
山
に
あ
つ
た
神
明
社

（久

一
の
十
六
）
と
、
パ
ー
ク
シ
テ
イ

内
に
あ
っ
た
八
幡
社

（久
本
三
の
六
）

の
四
社
と
と
も
に
、
久
本
神
社
と
し

て
現
在
地

（
一
の
十
六
）
に
合
祀
さ

た
。
現
社
殿
は
昭
和
五
十
九
年
に

れ
た
。

蔵
風
土
記
の
杉
山
社

新
編
武
蔵
風
土
記
に
は
、
都
筑
郡

二
十
四
社
、
橘
郡
三
十
七
社
、
久
良

五
社
、
南
多
摩
郡
六
社
が
あ
り
、

こ
れ
を
現
市
別
に
す
る
と
横
）

十
社
、
川
崎
市
十
六
社
、
東
京
都
六

社
と
な
る
。

こ
の
中
で
今

に
残

っ
て
い
る
の

は
、
横
浜
市
三
十
四
社
、
川
崎
市
三

社
、
東
京
都
五
社
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
鶴
見
川
流
域

（古
い
多
摩
川
の

下
流
右
岸
は
今

の
鶴
見
川
に
あ
た

る
）
に
あ
り
、
地
域
性
の
強
い
神
社

で
あ
る
。

神
事
を
司

っ
た
三
氏

こ
れ
ら
の
地
域
に
杉
山
社
が
祀
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
由
来
は
、
岩
戸

神
話
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
日
本
書
紀

に
よ
れ
ば
、
中
央
政
権
の
中
で
政
の

中
心
の
神
事
を
司

っ
た
の
は
次
の
氏

族
で
あ
る
。

神
殿
の
用
材
、
幣
に
用
い
る
ア
サ
、

依
代
と
な
る
サ
カ
キ
、
お
供
た
の
山

の
も
の
な
ど
を
管
掌
し
た
フ
ト
タ
マ

ノ
ミ
コ
ト
を
祖
先
と
す
る
忌
部
氏
と

密
との
も
の
を
経
√
し
た
撃
訃
氏
、

祝
詞
を
奏
し
た
中
臣
氏
で
あ

っ
た
。

こ
の
三
氏
は
同
じ
よ
う
な
位
に
あ

っ
た
が
、
中
臣
氏
か
ら
出
た
藤
原
氏

が
政
権
の
中
枢
を
占
め
る
に
お
よ
ん

で
、
他
の
二
氏
は
次
第
に
疎
外
さ
れ

て

い

っ
た
。

散
開
し
た
人

々

ヤ
マ
ト
政
権
の
勢
力
拡
大
に
と
も

な
い
、
ヤ
マ
ト
の
神
々
を
奉
祭
す
る

た
め
に
海
人
部
と
忌
部
分
流
が
、
阿

波
、
讃
岐
、
紀
伊
、
出
雲
、
筑
紫
、

伊
勢
に
定
着
し
、
忌
部
の
根
拠
地
と

し
た
。

そ
の
中
、
阿
波
忌
部

・
海
部

の

一

部
が
さ
ら
に
東
国
総
国
の
結
城
郡

・

安
房
郡
に
至

っ
た
。
こ
う
し
て
、
館

山
市
大
神
宮

の
地
に
祖
神

フ
ト
タ

マ

貯↑紳「行嘩楼丸荻教一甥御構餞

を
維
持
し
た
忌
部

の

一
部

の
人

々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
住
ん
だ
地
に
州
宮

社
や
下
立
松
原
社
を
建
立
し
た
。

杉
山
社

の
建
立

そ
の
後
、
さ
ら
に
海
の
向
こ
う
西

の
方
、
古
多
摩
川
右
岸

（現
鶴
見
川

流
域
）
の
地
に
移
住
し
た
人
々
が
い

た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
開
拓
地
に
故

郷
の
宮
居
に
似
た
小
高
い
丘
の
杉
林

を
選
ん
で
鎮
守
の
社
を
定
め
、
こ
れ

を
杉
山
社
と
称
し
た
。

そ
し
て
、
次
々
と
未
開
地
の
開
発

へ
と
追

い
立
て
ら
れ
て
い
く

重
ね
合
わ
せ
て
、
ヤ
マ
ト
政
権
の

先
と
し
て
駆
使
さ
れ
た
悲
運
の
神

奉
祭
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
イ

ソ
タ

ケ
ル
ノ
ミ

コ
ト
、
そ

の
父
神

ス
サ
ノ

オ
ノ
ミ

コ
ト
、
あ
る

い
は
オ
オ
ク

ニ

ヌ
シ
ノ
ミ

コ
ト
、
ヤ

マ
ト
タ
ケ

ル
ノ

ミ

コ
ト
な
ど
で
あ
る
。

延
喜
式

（九
二
七
年
制
定
）
神

帳
に

武
蔵
国
都
筑
郡

一
座
　
小
　
杉
山
社

と
あ
り
、
国
が
奉
幣
し
官
社
と
認
め

た
神
社
が
、
こ
の
地
域

に

一
社
あ

っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

忘
れ
去
ら
れ
る
杉
山
社

杉
山
社
も
、
戦
後
は
し
だ
い
に

人
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
。

聖
な
土
地
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
杉

山
社
の
跡
地

（久
本
の
上
の
杉
山
社

久
本
の
下
の
杉
山
社
）
付
近
も
、

発
の
手
が
延
び
て
き
た
。

地
域
の
人
々
の
心
の
拠
り
所
と

て
、
遠

い
祖
先
か
ら
十
年
以
上
も
の

長
い
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
信
仰
の

地
が
、
次
々
と
失
わ
れ
て
い
く
の
を

目
の
辺
り
に
す
る
こ
と
は
実
に
空
し

い
も
の
が
あ
る
。



」
存

じ

神
社
豆
知
識

問

¨
正
式
参
拝
は
？

神
社
や
神
道
の
流
派
に
よ

つ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
参
拝
の
作
法
が
あ
り

ま
す
が
、
普
通
は
二
拝
、
二
拍
手
、

祈
念
、　
一
拝
に
な
り
ま
す
。

¨
鳥
居
は
何
の
意
味
か
あ
る
の
？

鳥
居
は
見
え
な
い
扉
と
し
て
、
邪

気
が
聖
域
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ

結
界
に
な

っ
て
い
ま
す
。

問

¨
し
め
縄
や
紙
で
で
き
て
い
る
シ

デ
は
な
あ
に
？

し
め
縄
は
雲
を
あ
ら
わ
し
、
し
め

縄
の
前
垂
れ
は
雨
、
紙
で
で
き
て

い
る
シ
デ
は
雷
で
す
。
さ
ら
に
、

し
め
縄
が
二
重
ラ
セ
ン
に
な

っ
て

い
る
の
は
、
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
示

し
て
い
ま
す
。

“鎮
守
さ
ま
と
憩
ぶ
の
神
と
の
違

い
は
？

鎮
守
さ
ま
は
現
住
所
の
守
り
神
で

あ
り
、
産
上
の
神
は
自
分
の
生
ま

れ
た
土
地
の
守
り
神
で
す
。

「杉

山
神

社

の
歴

史

」
参

考

馬
坂久

本

一
丁
目
に
あ
る
岡
家
四
脚
門

の
辻
か
ら
上
が
る
坂
。
庚
申
塔
を
右

に
曲
が
る
山
道
を
兎
坂
と
い
う
。

八
幡
社

龍
台
寺
か
ら
八
幡
社
の
随
神
像
が

見

つ
か

っ
て
い
ま
す
。

幣依
代神

霊
が
招
き
寄
せ
ら
れ
て
乗
り
移

る
も
の
。

フ
ト
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

（太
玉
命
）

日
本
神
話
で
天
照
大
神
の
岩
戸
ご

あ
ま
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

も
り
の
際
に
、
天
児
屋
根
命
と
と
も

に
、
祭
祀
を
司

っ
た
と
い
う
忌
部
氏

の
祖
。

神
戸神

社
に
所
属
し
て
そ
の
経
済
を
支

え
た
民
。

に位鴻̈
電鴇練断
一ゎ】喝鶏畔‐こ祭後だ瑚勤れ電討ぎ嘲帥新鋼̈

と
人
工
美
が
調
和
さ
れ
た
世
界
遺
産
で
、
厳
島
神
社
も
協
力
し
て
い
一

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一”‘

生
き
と
し
生
き
け
る
も
の
と
し
て
、
私
達
は
み
ん
な
幸
せ
を
求
め
て
¨

い
ま
す
。
私
達
の
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
達
の
中
に
慈
悲
”

の
心
を
育
て
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
慈
悲
と
は
平
和
で
優
し
く
一

カ
強
い
力
な
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

新
し
い
千
年
紀

の
夜
明
け
は
、
人
類
に
普
遍
的
責
任
と
い
う
新
し
一

い
意
識
の
必
要
性
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
私
達
は
私
達
の
幸
福
に
¨

だ
け
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
生
¨

き
と
し
生
け
る
も
の
と
、
私
達
は
密
接
に
関
係
し
あ
い
、
影
響
し
あ
¨

っ
て
い
る
の
で
す
。
（略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

人
間
の
精
神
が
そ
の
最
も
奥
深
い
所
で
求
め
感
じ
た
こ
と
を
、
私
一

詳
ユ様一様噺漿
挿

電
瞥
裟

窮
神
ご
と立纂
舷

自
然
と
の
調
和
、
精
神
的
で
神
聖
な
る
も
の
と
の
調
和
を
人
類
は
追
一

い
求
め
て
き
ま
し
た
。
音
楽
は
そ
の
象
徴
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。
一

超
越
し
、
ひ
と

つ
に
す
る
何
か
が
音
楽
に
は
あ
る
の
で
す
。
（略
）
　

一

異
な

っ
た
背
景

・
伝
統
を
持

つ
人
々
が
集
ま
り

一
緒
に
な

っ
て
、
”

私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
が
持

つ
人
間
精
神
の
最
も
深
遠
な
表
現
を
分
か
一

ち
合

い
育
て
る
と

い
う
意
図
の
も
と
に
こ
の
音
楽
祭
は
開
催
さ
れ
る
¨

の
は
け

ｒ

つヽ
な

気

持

ち

を

持

つ
す

べ

て

の
人

々
が

こ

の
努

力

に
参

画

一

訓
颯
咆群
畦る世郭
爵

彗
錠
数
のＷ

（ダ
ラ
イ

・
ラ
マ
）
　
　
Ｗ
一
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川
崎

ｏ
多
摩
丘
陵
の
里
山
を
守
る
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
二
〇
０

一
年
四
月
七
日

（土
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

『里
山
か
ら

考
え
る
二
十

一
世
紀
』
の
ビ
デ
オ
上

映
会
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
―

★
訂
正
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
・ヽ

『川
崎
、
多
摩
丘
陵
の
里
山
を
守
る

久
本
山

¨
熊
野
森
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
　
一
一〇
０

一
年

一
月
号
』

岡
医
院
跡
地
の
署
名
の
件

◎
二
回
目
の
署
名
締
切
で
最
後
で
は

な
く
、
今
後
も
引
き
続
き
行
い
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
ク
イ
ズ
の
答
え

「間
三
」

コ
ジ
ュ
ケ
イ
で
す
。

編
集
後
記

杉
山
神
社
特
集
、
い
か
が
で
し
た

か
。熊

野
森
は
現
在
、
遺
跡
調
査
の
た

め
幕
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
霜
で
ぬ

か

っ
て
い
ま
す
の
で
、
散
策
に
は
足

下
に
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。
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